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▶
和
太
鼓
　
辿
（
て
ん
）
の
演
奏

▶
復
活
し
た
梓
川
音
頭

▲夏のトーナメント参加者の皆さん

梓川の
世帯数・人口

世帯数  4 , 8 5 3 戸
人　口 1 1 , 9 0 5 人

男 5 , 9 2 9 人
女 5 , 9 7 6 人

（令和７年.11.1現在）

梓
川
早
起
き
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

９
月
20
日
（
土
）
第
53
回
梓

川
早
起
き
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

の
閉
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
５
チ
ー
ム
に
よ
る

リ
ー
グ
戦
が
５
月
か
ら
松
香
尞

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
南
大

妻
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
優

勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

近
年
は
選
手
数
の
減
少
に
伴

い
、
最
盛
期
か
ら
徐
々
に
チ
ー

ム
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
梓

川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
太
田

克
彦
会
長
は
「
健
康
維
持
、
仲

間
づ
く
り
、
楽
し
む
こ
と
を
目

的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
経

験
問
わ
ず
大
歓
迎
！
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
の

齊
藤 

仁
（
☎
０
８
０-

５
１
４

１-

６
９
８
９
）
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

梓
川
花
火
大
会

10
月
18
日
（
土
）
松
本
商
工
会

議
所
梓
川
青
年
部
な
ど
で
つ
く
る

実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
花
火
大

会
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
花
火
を
見
ま

せ
ん
か
？
」
が
梓
川
支
所
南
側
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
勢

の
住
民
が
訪
れ
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

や
飲
食
、
花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
前
11
時
か
ら
、
地
元
の
音
楽

グ
ル
ー
プ
ｔ
ｏ
ｓ
ｓ
ｙ
、
Ｍ
Ｊ
Ｑ
、

青
い
鳥
、
和
太
鼓
辿て

ん

の
演
奏
や
梓

川
小
学
校
６
年
生
の
ス
テ
ー
ジ
発

表
が
行
わ
れ
、
拍
手
と
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
梓
川
中
学
校
３
年
生

が
イ
ベ
ン
ト
の
進
行
や
、
ブ
ー
ス

の
運
営
な
ど
を
担
い
花
火
大
会
を

盛
り
あ
げ
ま
し
た
。
生
徒
が
企
画

し
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
・
ラ
ム
ネ
と
お
菓

子
の
つ
か
み
取
り
の
ブ
ー
ス
や
、

ビ
ン
ゴ
大
会
・
○
×
ク
イ
ズ
は
大

盛
況
で
、
梓
川
音
頭
の
発
表
で
は
、

来
場
者
も
一
緒
に
踊
っ
て
い
ま
し

た
。岡

澤
克
則
実
行
委
員
長
は
「
多

く
の
人
の
寄
付
や
協
力
で
花
火
大

会
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
来
年

も
開
催
し
て
梓
川
地
区
を
盛
り
あ

げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲盛り上がったビンゴ大会 ▲ラッパ隊の演奏や花火の警戒に消防団が出動
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▶
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
モ
ル
ッ
ク

▶
生
徒
が
企
画
し
た
宝
探
し
で
景
品
ゲ
ッ
ト

10
月
19
日
（
日
）、
梓
川
体
育
館

で
梓
川
ス
ポ
ー
ツ
協
会
設
立
70
周

年
を
記
念
し
た
「
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ

ス
ｉｎ
梓
川
２
０
２
５
」
が
開
催
さ

れ
、
梓
川
中
学
校
３
年
生
が
授
業

の
一
環
で
本
部
（
司
会
や
抽
選
会
）

チ
ー
ム
と
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ー
ス
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
イ
ベ
ン
ト
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

来
場
者
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

正
式
種
目
の
ボ
ッ
チ
ャ
を
は
じ
め
、

生
徒
が
運
営
す
る
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
や
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
気
軽
に
楽
し

み
ま
し
た
。

梓
川
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
深
瀬
賢

一
会
長
は
「
家
族
で
参
加
す
る
方

が
多
く
、
想
像
以
上
の
賑
わ
い
で

す
。
抽
選
会
や
松
本
市
立
病
院
の

健
康
ブ
ー
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

大
勢
の
人
が
楽
し
ん
で
く
れ
て
良

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

10
月
14
日
（
火
）
梓
川
小
学
校

体
育
館
に
お
い
て「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

近
年
、
全
国
的
に
猿
や
熊
に
よ

る
農
作
物
の
被
害
や
人
的
被
害
が

増
え
て
お
り
、
丸
田
町
会
で
も
猿

の
出
没
が
増
え
て
い
ま
す
。

猿
は
農
作
物
だ
け
で
は
な
く
柿

や
栗
な
ど
を
求
め
て
家
の
庭
先
に

も
現
れ
、
網
戸
に
し
が
み
つ
い
て

威い

嚇か
く

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
を
防
ぐ
た
め

町
会
で
は
「
丸
田
鳥
獣
被
害
対
策

協
議
会
」
を
発
足
し
、
電
気
柵
の

設
置
、
花
火
、
Ｂ
Ｂ
弾
な
ど
に
よ

る
追
払
い
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

国
や
県
に
梓
川
や
尾お

入い
り

沢ざ
わ

周
辺
の

森
林
整
備
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

猿
は
食
べ
物
が
あ
る
と
繁
殖
し

て
数
を
増
や
し
、
さ
ら
に
被
害
が

広
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
猿
が

よ
く
出
る
場
所
で
は
柿
の
木
の
伐

採
も
し
て
い
ま
す
。
外
出
の
際
や

農
作
業
中
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

１
０
０
年
の
時
を

�

奏
で
続
け
て
　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

イ
寄
贈
１
０
０
周
年
記
念
演
奏
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
正
14
年
に
倭
尋
常
小
学
校
に

寄
贈
さ
れ
た
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
製

の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
は
、
１
０
０

年
も
の
間
ず
っ
と
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
っ
て
き
た
貴
重
な
文

化
財
で
す
。
親
子
三
世
代
で
こ
の

ピ
ア
ノ
の
音
色
を
聴
か
れ
た
方
も

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
一
部
は
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

を
子
ど
も
た
ち
が
取
り
囲
む
中
で
、

児
童
の
代
表
５
人
の
演
奏
と
先
生

方
に
よ
る
連
弾
が
あ
り
、
力
強
い

音
が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。
最
後
に
全
校
児
童
が

福
山
雅
治
さ
ん
の
曲
『
ク
ス
ノ
キ
』

を
、
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
元

気
い
っ
ぱ
い
に
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
一
般
か
ら
募
集
し

た
５
人
の
方
々
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
や

ポ
ッ
プ
ス
を
演
奏
し
、
ラ
ス
ト
は
、

ピ
ア
ノ
を
聴
き
に
来
ら
れ
た
方
々

と
一
緒
に
『
翼
を
く
だ
さ
い
』
を

合
唱
し
、
こ
の
記
念
演
奏
会
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

１
０
０
年
も
の
間
た
く
さ
ん
の

人
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
て
き
た
ス

タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
は
豊
か
で
力
強
い
音
色
を
私
た

ち
に
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

来
場
者
は
、
こ
の
先
の
50
年
後
、

１
０
０
年
後
も
大
切
に
弾
き
続
け

ら
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
会
場

を
後
に
し
ま
し
た
。

▲家族で楽しんだふらば～るバレー

▲第１部　小学校児童による演奏▲『クスノキ』の合唱▲第２部で演奏した小松規美子さん

▲ＢＢ弾と電気柵による追い払い


